
 

 

学校番号 208 

令和５年度 国語科 

教科 国語科 科目 現代文 B 単位数 ３ 年次 ３ 

使用教科書 改訂版「現代文Ｂ」（数研出版） 

副教材等 

「巻頭増補版最新国語便覧」（浜島書店） 

「漢字ボックス」（浜島書店） 

「読解現代文必携 キーワードの卵」（尚文出版） 

「改訂版よむナビ現代文２．５修練編」（いいずな書店） 

「完成 日本文学史ノート（三訂版）」（京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ 

・１・２年次で身につけた国語力をさらに向上させるようにしてください。 

・授業の中で、多くの文章に触れることで読解力と論理的思考力を身につけ、日々の学校生活

や卒業後の将来において、自分の考えを論理的に表現できる人になってください。 

・「評論」の授業では作者の主張を理解し、それを的確にまとめられるようになってください。

「小説」の授業では登場人物の心情を読み取り、また、作品に対して自分なりの感想を持ち、

それを表現する力を身につけてください。 

・積極的な姿勢で授業に取り組み、自ら考え・自ら取り組むことに挑戦してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。 

・近代以降の様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

・進んで読書することによって国語力の向上を図り、人生を豊かにする態度を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、国語を尊重

して国語力の向

上を図ろうとし

ている。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

課題に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

言語文化およ

び言葉の特徴

やきまりなど

についての理

解を深め、知識

を身につけて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ノート等） 

 

記述の確認及び

分析（ノート

等） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論 

論理の展開や要旨

を叙述に即して的

確にとらえる。 

教材名『知識社会と

いう幻想』『人はな

ぜ働かなくてはな

らないのか』 

○  ○ ◎ ○ 

a 内容を理解しようとする意欲

を持ち、様々なことを意識し、

社会生活を送っている。 

C 現在の一般的な「知」「労働の

意義」についての考え方に対し

て、それぞれの筆者の批判を理

解し、文章でまとめることがで

きる。 

D 真の「労働の意義」、本当に大

切な「知」など、筆者の主張を

理解できているか、また、自分

なりの考えを深めることがで

きている。 

e 全文を正しく音読できる。語句

の意味や用法を理解している。 

 

a 発問・授業時の

反応を観察する 

 

c ノートへの記

入・定期考査 

 

d 発問・定期考査 

 

e指名読み・発問・

プリント・小テス

ト 

小
説 

登場人物の心情や

思考を丁寧に読み

解いて把握すると

ともに、ストーリー

がどのように展開

し、描かれてい 

るのかを意識しな

がら読み進める能

力を養う。 

教材名『檸檬』 

○  ○ ◎ ○ 

a 登場人物の心の移り変わりを

読み取り、小説を読み深めるお

もしろさを味わっている。 

c 作品を読み考えたことをわか

りやすく文章にまとめている。 

d 檸檬を手に入れたことで「私」

の気持ちがどのように変化し

たかをとらえている。 

 丸善に檸檬を置いてきた「私」

の意図と、その後の「私」の気

持ちを想像している。 

e 語句の意味や用法を理解して

いる。 

 作者についての知識をもって

いる。 

 

a 発問・授業時の

反応を観察する 

 

C ノートへの記

入・定期考査 

 

d 発問・定期考査 

 

e指名読み・発問・

小テスト 



 

 

２
学
期 

小
説 

本格的な文学作品

を読むことを通し

て、作品の成り立ち

を含めた立体的な

読みを構築する方

法を学ぶとともに

読書に親しみ、人生

についての考えを

深め、生涯にわたっ

て国語に関わる態

度を養う。 

教材名『赤い繭』『朝

のヨット』 ○   ◎ ○ 

a 前衛的な作品や親しみやすい

作品に興味を持って取り組み、

それぞれの表現効果を味わい

ながら鑑賞しようとしている。 

登場人物の心情の変化を場面

の展開に即して読み取ること

を通じて、小説を読む醍醐味

を感じ取ろうとしている。 

d「おれ」の置かれている状況や

論理を段落ごとに押さえ、非現

実的な世界を描く独特な雰囲

気を読み取っている。 

「少女」と「少年」の価値観の

差に気づき、その差が生じる

原因について読み取ってい

る。 

登場人物の生き方や考え方を

自己の問題としてとらえ、作

品の主題について読み取って

いる。 

e 語句の意味や用法を理解して

いる。 

一つ一つの表現に隠された寓

意を理解している。比喩や擬

人法などの表現効果を理解し

ている。 

a 発問・授業時の

反応を観察する 

 

d 発問・定期考査 

 

e指名読み・発問・

プリント・小テス

ト 

３
学
期 

評
論 

文章の論理展開を

追いながら、その論

旨を正確に読み取

る能力を身につけ、

論理的な思考力を

養う。 

教材名『環境と心の

問題』『顔の所有』 

○ ◎ 
 

 
○ ○ 

ａ「物心二元論」が現在の環境

問題につながっていく論理展

開や哲学的思考の流れに関心

を持とうとしている。  

ｂ本文の内容をふまえて現在の

環境問題や「顔」と「所有」

について、自分なりの意見を

まとめて、話し合い発表す

る。 

ｄ考えの進め方や筋道を理解

し、語句の読みや意味を正し

く捉えている。  

ｅ文体や修辞など、筆者独自の表

現の特色を理解している。 

a 発問・授業時の

反応を観察する 

 

b 発表や態度・ノ

ートへの記入 

 

d 発問・定期考査 

 

e指名読み・発問・

プリント・小テス

ト 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付 

  けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」 

「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 


